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会   議   録 

 

会 議 名 称 令和７年度  第２回加古川市スポーツ推進審議会 

開 催 日 時 令和８年２月 18 日（水）午後７時から午後８時まで 

開 催 場 所 加古川市役所 新館 10階 大会議室 

出 席 者 

 

＜委員＞ 森田会長、破魔副会長、小坂委員、伊東委員、千歳委員、 

本岡委員、三上委員 

＜ 市 ＞ （市 民 協 働 部）松下部長 

（スポーツ・文化課）小口課長、藤田担当課長、荻内副課長、 

前田係長、新谷主査、岸本主査、羽岡主事 

（学 校 教 育 課）岡本課長 

会 議 次 第 開 会 

１ 会長あいさつ 

２ 部長あいさつ 

３ 審議事項 

 （１）令和８年度スポーツ推進に関する市民調査項目について 

４ 報告事項 

（１）加古川市スポーツ推進計画策定スケジュールについて 

（２）部活動地域展開の取組状況について 

５ その他 

閉 会 

 

 

審議内容（発言者、発言内容、審議経過等） 

開 会 

 

１会長 

あいさつ 

 

２部長 

あいさつ 

 

３審議事項 

（事務局） 

 

（会長） 

 

  

  

会長あいさつ 

  

 

 部長あいさつ 

  

 

（１）令和８年度スポーツ推進に関する市民調査項目について 

＜事務局説明＞ 

 

障害者手帳の有無の聞き方については、この内容で問題ないか。 
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（委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

（会長） 

 

 

 

 

（委員） 

 

特に問題はない。 

問 20 の設問（障がい者がよりスポーツを行うためにはどのようなことが

必要か）について、選択肢に一部内容が重複している部分があると感じた。 

障がい者は、社会の理解を求めているので、共生型スポーツ（インクルー

シブスポーツ）の推進のような表現で、選択肢を加えていただくのはどう

か。 

ハード面のバリアフリー化について触れられているが、心のバリアフリー

については触れられていないので、選択肢を入れてもいいのではと感じ

た。 

また、障がい者は移動の負担を軽減することを第一に優先されている。「身

近に利用できる施設があること」というのも障がい者が今後スポーツを行

うために大変重要なことだと思う。 

 

障がい者や障がい者スポーツに対する理解がより深まるようにというこ

とも含めて、市のイベント・事業等を実施しているので、概念的な部分（ど

れだけ理解が進んでいるか）を確認できる問いが入れられないか検討す

る。 

また、「身近に利用できる施設があること」については、選択肢「6.障が

い者スポーツ情報の提供の充実」に入れることができるのではないかと感

じた。 

いただいたご意見を基にどういう形で追加できるかを検討する。 

 

18、19 歳を追加したことは、年齢層の幅が広がって若い層の意見を取り込

むという視点でもいいと思う。 

また、選択肢をもう少しわかりやすい表現で記載できればよいと思う。 

 

一度自分で回答してみたが、理解しづらい選択肢があり、18 歳など若い層

には難しいのではと感じた。また、問 18 において、きっかけや動機づけ

を聞かれた際、「やりたいが時間がないのでできない」と強く感じた。そ

ういった選択肢があってもいいのではないだろうか。 

 

問 18 の選択肢については前々から継続して残っているものかと思うが、

時間の有無に関係なくきっかけや動機づけについて問うという趣旨かと

考える。また、時間の有無については、問４－②でも質問にしているとこ

ろである。 

 

若い層にこの設問数は多いのではと感じたが、若い層の多くが WEB 回答を

利用することが予想されるため、WEB 回答への誘導を上手くできれば回答
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（委員） 

 

 

 

 

（副会長） 

 

 

 

 

（会長） 

 

 

 

（委員一同） 

 

（会長） 

 

４報告事項 

（事務局） 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

 

数が増えると思う。 

また、スポーツ種目一覧表について、ゲーム・レクリエーション系でモル

ックやラダーゲッター等、今流行っている種目が入っているが、e スポー

ツを追加してもいいのではと感じた。 

パラスポーツ系で４種目追加しているが、加古川市でできる種目はしっか

り記載していただきたいと思う。 

 

現状、スポーツをしない人は本当にしない、する人はするという二極化が

進んでいると感じている。高齢者にとっては、グラウンドゴルフや最近で

はモルックをする方が多い。e スポーツについては、年齢に関係なく取り

組めるものになるといいと感じる。 

 

最近は周囲でも仕事帰りにジムで運動する方が増えていると感じている

が、スポーツ種目の選択肢にあるマシントレーニングに含まれるのか。ジ

ムでの運動も体を動かすことには変わりないので、明確化してもいいと思

う。 

 

追記や修正の内容は、事務局と私に一任いただくということで、審議事項

「（１）令和８年度スポーツ推進に関する市民調査項目について」を承認

いただくということでよろしいか。 

 

異議なし 

 

賛同いただけたということで、承認とさせていただく。 

 

（１）加古川市スポーツ推進計画策定スケジュールについて 

＜事務局説明＞ 

意見無し 

 

（２）部活動地域展開の取組状況について 

＜事務局説明＞ 

 

受益者負担として家庭に降りかかってくる状況においては、習い事が増え

るという感覚になるのではないかと思う。 

大阪市などでは、子どもの習い事に一人 1万円の補助金が出ていたが、加

古川市でも今後そういった子どもがスポーツをしやすい環境になるよう

な予算取りを検討してもらえればと思う。 
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（会長） 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

５その他 

（事務局） 

 

 

閉 会 

 

体験会の様子はどうか。 

 

多くの方に参加いただいているが、山手地区や両荘地区では参加人数が少

ないという状況である。 

夜間の活動も想定されるので、試験的な運用で照明をつけて問題なく運営

できるのか検証している。参加者や指導者の方からは、簡易照明のため十

分照らされているわけではないが、この環境でもできる活動はあるという

声をいただいた。 

 

緊急時の対応はどうなるのか。 

 

体験会については、教育委員会が関わっている段階であるため、スポーツ

保険に加入し、緊急時には指導者と行政が連携して対応を行っていく。 

今後本格始動した際には、緊急時には地域クラブ側で対応いただくように

ガイドラインで規定しており、面談等を通じてどういう対応ができるのか

指導しながら進めていく形となる。 

 

地区によって参加者の多少があるということは、市としても少ない地区に

配慮をしないといけないと思うので大変と感じた。 

 

 

令和７年度事業計画について 

＜事務局説明＞ 

 

 


